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まえがき 

 

通訳案内士試験二次口述は、平成 25 年度よりその形式と内容が

一新された。具体的には、①日英逐次通訳、②プレゼンテーション

＆質疑応答、の 2 つの課題が、約 10 分で行われるようになった。 

本書で扱うのは②である。この課題は、与えられたトピックにつ

いて受験者が 2 分間のプレゼンテーションを英語で行い、その後に

試験官の質問に答える、というものである。ここで最大の難関は即

興プレゼンをいかにスムーズに行えるか、ということである。 

即興は難しく、受験者にとっては恐怖であるから、準備の方法が

問題となる。しかし「即興の準備」というのはそもそも言語的に矛

盾しており、いったい何をどうすればいいのかがわかりにくく、途

方に暮れる方も多い。 

そのような受験者のために「とりあえずモデルをいくつか暗唱し、

本試験で求められる内容と分量を体感することから始めてみては」

とお勧めすることにして、私は本書を書いた。丸暗記学習に対する

批判があることは承知している。私も丸暗記「だけ」に頼るのは反

対である。しかし、アウトプットのためにはインプットが必要であ

り、暗唱には一定の合理性もある。 

本書掲載のモデルは、①即興性、②2 分間分の分量、③外国人観

光客に有益と思われる情報提供、という条件を満たし、本試験の傾

向にピッタリと照準を合わせたものばかりである。通訳案内士試験

突破を目指される方が本書を活用され、みごと最終合格の栄冠を勝

ち取られることを期待する。 

PEP 英語学校 校長 杉森 元 
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付属の CDを用いて正しい発音、アクセント、抑揚をインプットし、

それを自分の口でアウトプットしてみることである。最初はテキス

トを見ながら朗読し、徐々にそらで言えるようにするとよい。 

②暗唱練習は、通勤電車の中などの「スキマ時間」を使うのが効

率的である。CD音声を携帯プレーヤーなどに録音しておけば、日

常のちょっと空いた時間をすぐに勉強時間に充てることができる。 

③最初は音声を単純にコピーするというやり方でよいが、徐々に

話の内容や構造に意識を移すべきである。内容や構造を意識するこ

とは、記憶の鍵になる。また、本番ではあらかじめ暗記した内容が

必ずしもそのまま出題されるわけではないので、応用力をつけるた

めに、内容や構造を意識すべきである。 

 

分析的に読む 

暗唱以外に、各モデル・プレゼンテーションをじっくり分析的に

読んでみるのもよい。そこからは、単なる丸暗記ではなく、より応

用の効く事柄が学べるはずである。 

まず内容的には、常に「観光」に寄り添う形での情報提供を心が

けることである。これはたとえば「伝統的日本家屋」のトピックだ

ったら、「宿泊施設を選ぶ際には、ぜひ旅館を選ぶことにより、日

本家屋の居住性を試してみてください」のように「旅館」の話に結

び付ける、ということである。あるいは「広島」の説明をした後 “I 

hope you will add Hiroshima to your itinerary.” と広島への「観

光旅行」を呼び掛けることである。これは英語表現としても覚えて

おくべきである。また、世界遺産や国立公園と関連性があれば、必

ずこれに言及することを考える、という発想を持つことである。 



 

 

次にスピーチの形式を意識する。たとえば本書のモデルでは、全

て冒頭は “I would like to talk about…”、締めくくりは “Thank 

you.”で統一しており、ワンパターンである。これは、スピーチに

よるコミュニケーションにおいては、非個性的に「型」を守る部分

と、個性的に創造性を発揮する部分との間にメリハリをつけるのが

よい、という考えに基づいている。どの箇所が「型」に該当するか

を考えるのである。 

この点、各モデル・プレゼンテーションの内容と構造について、

それぞれ和訳の後に “CONTENT & STRUCTURE”という形でまと

めてある。ここでは、情報の選択とその叙述のしかたに加えて、導

入、本体、結論、というスピーチで守られるべき「型」を分析して

ある。このようにモデルを抽象化することにより、異なったトピッ

クが出題された際の応用力が涵養できるように配慮している。 

なお、全国通訳案内士試験二次口述で行われる実際の面接の様子

については『新・面接再現動画』を閲覧されたい。YouTube の WEB

ページより、「PEPEnglishSchool」で検索すれば見ることができる。

なお、当チャンネルでは他多数の有用コンテンツを発信しているの

で、視聴の際にはぜひチャンネル登録をお願いする。また直近の投

稿動画については、PEP英語学校HP（https://www.pep-eigo.com）

からも見ることができる。 

以上  

 

『新・面接再現動画』の 

YouTube サムネイル 

https://www.pep-eigo.com/
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大政奉還 

 

Taisei Hokan 
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MODEL PRESENTATION 1 

 

I would like to talk about Taisei Hokan.   

Taisei Hokan is a historical event in which the last Tokugawa 

Shogun, Yoshinobu, voluntarily returned power to Emperor 

Meiji in 1867.  It led to the Meiji Restoration, ending feudalism 

and beginning the modernization of Japan.   

Since the mid-19th century, when Western powers pressured 

Japan into abandoning its isolationism, the Shogunate’s 

authority had declined.  Anti-Shogunate clans came together 

under the Emperor’s authority to defeat the Shogunate.  When 

they were about to take military action, Yoshinobu outwitted 

them with Taisei Hokan to remove the cause of the war.   

Frustrated anti-Shogunate clans continued provoking 

Yoshinobu afterwards.  Having been raised in a strict Imperial 

loyalist family, Yoshinobu judged being labeled “an Emperor’s 

enemy” as the worst choice.  He agreed to surrender Edo Castle, 

the then base of the Shogunate and the present-day Imperial 

Palace, without bloodshed.  Yoshinobu retired and lived a long, 

quiet life well into the 20th century.   

A historic milestone in which a capable dictator gave up 

power voluntarily, Taisei Hokan signifies that, despite the 

division during feudal days, the Japanese had maintained a 

sense of unity under the Emperor, which still goes today.  I 

hope this helps you appreciate Japanese history.  Thank you.  

(200 words)  
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和訳 

 

私は、大政奉還についてお話しいたします。 

大政奉還とは、最後の徳川将軍慶喜が、1867 年に明治天皇に対

し自ら進んで政権を返上した、という歴史上の出来事のことです。

この結果、明治維新が起こり、封建制度は終わり、日本の近代化が

始まることになりました。 

時は 19 世紀中ごろ、欧米列強が日本に対して鎖国体制を廃止す

るよう圧力をかけてきて以来、幕府の権威は失墜の一途をたどりま

した。そこで反幕府の諸藩は、天皇の権威の下、共同して倒幕を果

たそうとしました。これらの藩が、まさに軍事行動を起こそうとし

た時、慶喜はその裏をかき、大政奉還を行って、この戦の大義名分

を失わせしめたのです。 

まんまと出し抜かれた反幕府の諸藩は、その後も慶喜を挑発し続

けました。自らも厳しい尊王の家庭に育った慶喜は、「朝敵」の汚

名を着せられることだけは避けたい、と考えました。彼は、当時の

幕府の政庁で現在では皇居となっている、江戸城の無血開城に同意

しました。慶喜は隠居し、長く静かな余生を 20 世紀初頭まで送り

ました。 

大政奉還は、有能な独裁者が自ら政権を手放した、という歴史上

極めて重要な出来事です。大政奉還が成ったのは、封建制度の下で

分断されていた時代があったにもかかわらず、日本人が常に天皇の

下、単一の国民としての意識を持ち続けてきたからだと考えられ、

この理は現在でも妥当します。今回の私のお話で、皆さまが日本史

についての理解を深めていただければ幸いです。どうもご清聴あり

がとうございました。  
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和訳 

 

私は、みんなのトイレについてお話しいたします。 

みんなのトイレとは、文字通りには「全ての人のトイレ」という

意味ですが、多目的トイレの別名です。多目的トイレとは、高齢者、

障害者、小さな子供連れの親たちなど、特別な必要性を抱える人に

も使いやすいトイレのことです。多目的トイレは、車椅子使用者と

介助者の両方が入れるスペースに、様々な設備が設けられているの

が特徴です。 

多様性を受け入れる社会を実現すべく、駅、病院、商業施設、な

どの公共の場所では、多目的トイレの設置が奨励されています。多

くの場合、多目的トイレは、男性用トイレと女性用トイレの間に置

かれていますが、これは多目的トイレが、全てのジェンダーを対象

としているからです。入口には、自動ドアのスイッチがあり、緑色

のボタンを押すとドアが開き、赤色のボタンを押すとドアが閉まる

ようになっています。便房の内部には、ウォッシュレットというビ

デ付きの便器の他に、手すり、おむつ交換台、ベビーチェア、オス

トメイト洗浄用流し、非常呼び出しボタン、などがあります。 

一つ覚えておくべきこととして、多目的トイレの使用については、

特別な必要性を抱える人々が優先されるべきである、ということが

あります。多目的トイレはより多くのスペースを必要とすることか

ら、まだ設置数が少なく、こうしたトイレを必要とする人の中には、

一般人のようにトイレを我慢することが難しい人もいるからです。

今回の私のお話を参考にしていただければ幸いです。どうもご清聴

ありがとうございました。  
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CONTENT & STRUCTURE 

 

導入（Introduction） 

お題の「みんなのトイレ」が「多目的トイレ」のことである旨

は、出題に明示されている。「多目的トイレ」の英訳は一応、

“multipurpose toilet” で、各種の英文案内もこの語を用いている。

但し、この語は海外でそれほど一般的な語ではなく、似た物を 

“accessible restroom” 等と表すのが普通である。よって、トピッ

ク告知は日本語のまま行い、定義の部分で “accessible” を用いて

説明を加えた。 

本体（Body） 

多目的トイレがどこにあり、どのような外見を備えているか、

ということを叙述する。叙述は、実際に多目的トイレを見つけ、

入り口を開け、内部を見渡す、という場面を想定し、この順番で

行うのがよい。この「多目的トイレ」は勝れてガイド的、現場的

なトピックであり、こうしたニーズのあるお客さんに対して案内

ができる能力を受験者に求める、という出題趣旨であろう。各設

備の名前などは、そうした関心がないと覚え難いものだといえる。 

結論（Conclusion） 

最後に、多目的トイレに関する問題点を指摘して、マナー違反

（通常のトイレで事足りる人が、長時間多目的トイレを利用する

等）を防止するための情報提供を行う。本題は観光アトラクショ

ンではないので、結びは中立的に  “I hope you find this 

information helpful.  Thank you.”とする。 
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二次口述過去問出題一覧表 

令和 2 年度  2020 年 12 月 13 日（日）実施 

面接 

時間帯 
組 

プレゼンテーション 

（計 36 題） 

外国語訳 

（計 12 題） 

実務質疑 

（計 12 題） 

１ 
10:00-11:00 

1 
①大政奉還 ②免許返納  

③一汁三菜 
掃除 

日本の小学校を 

見学したい 

2 
①春一番 ②ワーケーション  

③おくのほそ道 
和食 

日本の一般家庭で 

一汁三菜 

２ 
11:00-12:00 

1 
①サブスクリプション 

②鎖国 ③お食い初め 
印鑑 

お土産に 

自分の印鑑 

2 
①手締め ②レジ袋有料化  

③駅伝 
新幹線 

台風で 

新幹線が運休 

３ 
13:00-14:00 

1 
①一期一会 ②熊野古道  

③ラーメン 
手洗い 

手洗い後に 

手が拭けない 

2 
①小倉百人一首 ②梅雨  

③みんなのトイレ（多目的トイレ） 

キャッシュ 

レス 

現金の持ち合わせ

がない 

４ 
14:00-15:00 

1 
①熊手 ②黒部ダム 

③アマビエ 
京都 

京都で 

神社仏閣に飽きた 

2 
①新しい生活様式  

②高野山 ③入湯税 
日本酒 

買った酒の 

銘柄違い 

５ 
15:30-16:30 

1 
①敷金礼金 ②リモート飲み会 

③刺身のつま 
日本刀 

日本刀を土産に 

持ち帰りたい 

2 
①日本の感染症対策  

②飴細工 ③姫路城 
旅館 

朝食を早く食べて 

出立したい 

６ 
16:30-17:30 

1 
①風致地区 ②神輿  

③除夜の鐘 
皇居外苑 

皇居外苑での 

熱中症予防策 

2 
①講談 ②マイナンバーカード 

③ゆず湯 
相撲 

相撲の全取組を 

見るのはきつい 

※時間帯、問題組、プレゼンテーション課題の番号は、著者が任意に順不同で付したも

のである。 

※外国語訳及び実務質疑課題のタイトルは、その内容のテーマを著者が読み取り、これ

を便宜的に各問題の名前としたものである。  
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※本書を読まれて、ご感想等ございましたら、

ぜひ上記までお寄せください。 



 

 



 

 


